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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第１四半期連結
累計期間

第53期
第１四半期連結
累計期間

第52期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 1,569,6031,537,6815,997,866

経常利益（千円） 320,275 246,885 951,679

四半期（当期）純利益（千円） 185,351 141,925 527,497

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
185,351 141,404 527,497

純資産額（千円） 6,764,1077,125,7197,106,228

総資産額（千円） 7,801,3138,106,0648,297,899

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
59.29 45.40 168.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 86.7 87.9 85.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は潜在株式がないため記載しておりません。

４．当社は、平成24年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、公共投資の増加や消費者マインド改善による個人消費の堅

調、円安による輸出環境の好転等から、昨年秋以降低迷を続けた実体経済面においても、ようやく回復に向かう動き

が見え始める状況となりました。

当社グループ製品の主要需要先の状況としましては、米国での販売好調等から拡大が期待された自動車関連で

は、メキシコ等での動きが活発化したものの、一部メーカーを除き国内生産水準の本格回復には至っておりません。

また電子部品・半導体関連では、スマートフォンの販売改善や次期モデルに向けた動き等から、一時期の厳しい状

況から徐々に持ち直す動きとなっています。

このような環境のなか当社グループでは、引き続き展示会や講習会を通じて広く微細・精密加工における情報発

信を行うとともに、個別ユーザーの課題解決に向けた提案営業を展開いたしました。また、様々なニーズに対応する

ため、PCD（ダイヤモンド焼結体）を使用したボールエンドミル「PCDRB」の発売や、アルミ高能率加工用エンドミ

ル「ALZ345」のサイズ拡大を行いました。生産部門では前工程における自動化に取り組むとともに、不良率の低下

や加工時間の短縮等に繋がる細かな改善を継続いたしました。

その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,537百万円（前年同期比2.0％減）、営業利益は229百万

円（同25.4％減）、経常利益は246百万円（同22.9％減）、四半期純利益は141百万円（同23.4％減）となり、残念な

がら四半期ベースでの過去最高の売上高を記録した前年同期の水準には届きませんでした。

製品区分別の売上高では、「エンドミル（６mm以下）」が946百万円（前年同期比7.1％減）、「エンドミル（６

mm超）」が194百万円（同2.2％増）、「エンドミル（その他）」が291百万円（同15.7％増）、「その他」が105百

万円（同3.1％減）となりました。

（注）報告セグメントが１つでありますので、製品区分別に記載しております。なお「その他」の事業セグメント

は、製品区分別の「その他」に含めております。

　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、61百万円であります。なお、当第１四

半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,126,000 3,126,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数

100株

計 3,126,000 3,126,000 － －

　
（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日

～平成25年６月30日
― 3,126,000 ― 442,900 ― 405,800

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
　
（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　3,125,100 31,251

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は100

株であります。

単元未満株式 普通株式　　　　900 － －

発行済株式総数 3,126,000 － －

総株主の議決権 － 31,251 －

　
②【自己株式等】

該当事項はありません。
　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,913,923 1,697,843

受取手形及び売掛金 ※1
 831,654

※1
 890,421

商品及び製品 820,749 855,273

仕掛品 148,067 165,335

原材料及び貯蔵品 414,118 393,003

繰延税金資産 140,347 149,113

その他 69,976 86,349

貸倒引当金 △1,540 △1,750

流動資産合計 4,337,299 4,235,589

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,283,610 1,266,740

機械装置及び運搬具（純額） 1,538,075 1,456,546

土地 628,221 628,221

建設仮勘定 28,525 29,896

その他（純額） 175,601 156,721

有形固定資産合計 3,654,034 3,538,126

無形固定資産 44,840 55,495

投資その他の資産

投資有価証券 26,742 39,047

繰延税金資産 108,940 108,940

その他 127,200 129,960

貸倒引当金 △1,157 △1,094

投資その他の資産合計 261,725 276,853

固定資産合計 3,960,600 3,870,474

資産合計 8,297,899 8,106,064
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 99,452 197,075

未払法人税等 187,745 112,292

賞与引当金 101,945 53,406

役員賞与引当金 37,500 7,500

その他 448,574 280,346

流動負債合計 875,217 650,620

固定負債

退職給付引当金 80,978 85,282

役員退職慰労引当金 235,475 244,442

固定負債合計 316,453 329,724

負債合計 1,191,670 980,344

純資産の部

株主資本

資本金 442,900 442,900

資本剰余金 405,800 405,800

利益剰余金 6,257,558 6,277,570

自己株式 △29 △29

株主資本合計 7,106,228 7,126,240

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 － △330

為替換算調整勘定 － △191

その他の包括利益累計額合計 － △521

純資産合計 7,106,228 7,125,719

負債純資産合計 8,297,899 8,106,064
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 1,569,603 1,537,681

売上原価 792,573 815,998

売上総利益 777,030 721,683

販売費及び一般管理費 470,103 492,590

営業利益 306,926 229,093

営業外収益

受取利息 267 284

受取配当金 7,216 10,166

受取賃貸料 4,500 4,500

経営指導料 600 600

作業くず売却益 1,368 4,352

その他 2,693 498

営業外収益合計 16,646 20,401

営業外費用

賃貸費用 3,099 2,609

その他 198 －

営業外費用合計 3,297 2,609

経常利益 320,275 246,885

特別利益

固定資産売却益 － 89

特別利益合計 － 89

特別損失

固定資産売却損 62 12

固定資産除却損 1,351 1

特別損失合計 1,414 14

税金等調整前四半期純利益 318,860 246,960

法人税等 133,509 105,035

少数株主損益調整前四半期純利益 185,351 141,925

少数株主利益 － －

四半期純利益 185,351 141,925
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 185,351 141,925

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － △330

為替換算調整勘定 － △191

その他の包括利益合計 － △521

四半期包括利益 185,351 141,404

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 185,351 141,404

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当社及び一部の子会社について、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効

税率を乗じて計算しております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとお

りであります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 6,712千円 4,172千円

　

２　受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 41,274千円 38,659千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 125,207千円 137,142千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月23日

定時株主総会
普通株式 109,409 70平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金

　
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月22日

定時株主総会
普通株式 121,913 39平成25年３月31日平成25年６月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平

成25年４月１日 至平成25年６月30日）

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社グループでは、製品の製造様式、製品の市場及び顧客を系統的に区分した製品部門別に戦略を構築し、事

業活動を展開しております。

したがって、当社グループは製品部門別のセグメントから構成されており、「エンドミル関連」と「その

他」の２つを事業セグメントとしております。「エンドミル関連」は当社グループが営む主力の事業であり、

超硬小径エンドミルを中心とした切削工具の製造販売にかかる事業であります。また、「その他」は工具ケー

スを中心としたプラスチック成形品の製造販売にかかる事業であります。なお、「エンドミル関連」は、製品の

サイズ等により、エンドミル（６mm以下）、エンドミル（６mm超）、エンドミル（その他）に区分しておりま

す。

なお、「その他」の事業セグメントの売上高、利益又は損失の額及び資産の金額がいずれもすべての事業セ

グメントの合計額の10％未満であるため、報告セグメントを１つとしております。
　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 59円29銭 45円40銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 185,351 141,925

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 185,351 141,925

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,125 3,125

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．当社は、平成24年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。
　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月５日

日進工具株式会社

取締役会　御中

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木間　久幸

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　晃一

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日進工具株式会社

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。　

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日進工具株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
　
　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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